


















要約:体外受精に際し,着床・生育の可能性が高い良好な胚(受精卵)を選別して少数個子宮

内に移植すれば,多胎の防止が可能である。また胚の質が向上すれば,多数個の胚を移植す

ることにより妊娠率を高めるという必要性がなくなる。そこで,ヒト胚の質を向上させる

ために現在世界でどのようなアプローチがなされているかを明らかにするために最近 5年

間の文献的考察を行なった。共培養,培養液,その他,に分類し検討した。

共培養では,卵管上皮細胞との組合せが胚発育に最も効果があるようであった。どんな因

子がその本体であるかは,未だ正確には解明されていなかった。培養液に関しては,添加血

清中の胚発育阻害因子が問題であった。ヒト血清アルブミン添加のみでも十分発育すると

の報告もあった。その他に関しては,酸素毒性と光の胚発育阻害効果を指摘するものがあ

った。以上より,胚の質を向上させるための研究として,卵管上皮細胞より産生される胚発

育促進因子の検出と,培養液添加ヒト血清中の胚発育阻害因子の除去(あるいは発育必須因

子の抽出・添加)が期待されていることが判明した。


